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超高圧直流送電は,偏在する再生可能エネルギーの発電箇所と電力需要箇所との間の長距籬

電力輸送を解決する有望な手法である。この長距籬電力輸送を実現するために不可欠な超高圧

押出絶縁ケーブルシステムでは,直流電圧下における絶縁体の内部蓄積電荷(空間電荷)力沫色縁

性盲断氏下の要因と指摘されている。本論文は,新型測定センサを実規模押出絶縁ケーブルの空

間電荷測定に適用し,取得波形を電界分布に変換する信号処理についての検討結果,および測

定で得られた電界分布を絶縁特性評価へ適用した結果をまとめたものである。

第 1章では,本研究の背景,目的および検討項目を述べている。第2章では,直流送電ケー

ブルシステムの開発状況について述べている。第3章では,固体高分子材料の電気伝導・絶縁

破壊や空間電荷現象について述べている。第4章では,新型測定センサの適用における便益や,

様々な温度条件下(無負荷,高負荷,ロードサイクノレ)における信号処理手法を提案している。

第5章では,第4章で提案した信号処理手法を実規模の超高圧級架橋ポリエチレンケーブルの

空間電荷測定に適用し,実際の運用を想定した温度条件下で電界分布の経時変化が得られるこ

とを示している。第6章では,第5章で得たケーブルの電界分布をもとに空間電荷蓄積機構を

考察した結果を述べている。第7章では,本論文の結論と今後の展望について述べている。

論文内容 の 要

再生可能エネルギーの発電箇所と需要箇所とを結ぶ長距離電力輸送法として,超高圧直流押

出絶縁ケーブルシステムの開発が進んでいる。直流ケーブルの絶縁性能低下につながる内部蓄

積電荷(空間電荷)は絶縁厚さ10m程度を超える実用製品での測定ができず,従来は1血程度

以下の薄い試料を用いた試験の結果から実系での挙動を推定するにとどまっていた。

本論文では,新しく開発したセンサシステムと信号処理方法を,ケーブル開発の最終段階で

実施する品質保証試験に適用するととを試みた結果を示している。特に,実運用を模擬した試

験においては,導体損失のため絶縁体中に温度分布が生じ,これが時々刻々変化する条件下で

電界分布を追尾できるようになったことは,世界初の成果といえる。また,電圧と温度を変化

させて行った試験で得られたデータをもとに,供試された絶縁体の導電率の温度および電界依

存性を推定し,とれをもとに絶縁破壊電圧を推定した。その結果,推定値は実際に得られた破

壊電圧値とよく一致し,空間電荷測定から非破壊で連続的な絶縁特性の変化を推定できること

が示された。

上記のように,従来,試験中の絶縁破壊の有無のみで評価されていたケーブル絶縁系の性能

を,非破壊的かつ連続的にモニタできたことは,ケーブル製造者と電力供給者の両者にとって

有益である。以上より本論文は,学術的・産業的に価値が高く,博士(工学)の学位論文に相当

するものと判断した。
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